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22,179 

-

28,381 
34,981 36,100 36,528 37,169 38,376 39,667 75歳以上

65～74歳

１．品川区における高齢者の状況 

 

（１）品川区の高齢化の推移 

１）品川区の高齢化の進展 

○ 区の高齢化率は、介護保険制度が施行された 2000（平成 12）年は 17.1％でしたが、

第五期の 2012（平成 24）年には 20.2％と２割を超えました。 

○ 区では近年の都心回帰の流れを受け、大規模開発等により人口が増加傾向にあり、高齢

者の数も増加していますが、第六期の 201７（平成 29）年の高齢化率は 21.0％と横

ばいになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本章では、各種調査の結果や統計を紹介しています。小数点以下の四捨五入処置等により 

合計値が合わない、百分率の合計が 100%にならない場合があります。 

２）品川区の地区別の高齢者人口・高齢化率 

○ 品川区は区外からの流入により人口が増加し、高齢化率の上昇には歯止めがかかってい

ますが、八潮地区や荏原東地区では他の地区よりも高齢化が進んでいます。 

■地区別の高齢化率 

 

 

 

 
 

（単位：人） 

（資料）住民基本台帳 

に基づく実績値 

■品川区の総人口、高齢者数、高齢化率の推移 

 

※2017(平成 29)年 4 月 1日現在 

17.1%

18.8%

20.2%
20.4%

20.7%
21.1% 21.1% 21.0%

高齢化率
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（２）高齢者のいる世帯の世帯類型（品川区と全国の比較） 

○ 全国的に、高齢期における核家族化が進行しており、高齢者のいる世帯における単独世

帯と夫婦のみ世帯の割合が年々増加しています。2015（平成 27）年の国勢調査で全

国と比較すると、区は単独世帯の割合が高く、2015（平成 27）年に 39.9％と、全国

27.3％よりも高くなっています。 

○ 区は単独世帯と高齢者の夫婦のみ世帯を合わせると 7割近くになっています。 

■高齢者のいる世帯の世帯類型（品川区と全国の比較） 

＜品川区＞                                   （単位：世帯） 

区分 全世帯数 高齢者のいる世帯 

 単独世帯 夫婦のみ世帯 同居世帯 

1990（平成 2）年 151,756 30,104 7,168(23.8%) 7,616(25.3%) 15,320(50.9%) 

1995（平成 7）年 149,466 34,921 9,631(27.6%) 8,224(23.6%) 17,066(48.9%) 

2000（平成 12）年 157,986 41,329 13,830(33.5%) 10,712(25.9%) 16,787(40.6%) 

2005（平成 17）年 178,825 45,604 15,672(34.4%) 11,783(25.8%) 18,149(39.8%) 

2010（平成 22）年 196,132 50,924 19,390(38.1%) 12,862(25.2%) 18,672(36.7%) 

2015（平成 27）年 212,374 56,514 22,548(39.9%) 14,262(25.2%) 19,704(34.9%) 

＜全国＞                                   （単位：千世帯） 

区分 全世帯数 高齢者のいる世帯 

 単独世帯 夫婦のみ世帯 同居世帯 

1990（平成 2）年 41,036 10,729 1,623(15.1%) 2,218(20.7%) 6,888(64.2%) 

1995（平成 7）年 44,108 12,780 2,202(17.2%) 3,042(23.8%) 7,536(59.0%) 

2000（平成 12）年 47,063 15,045 3,032(20.2%) 3,977(26.4%) 8,036(53.4%) 

2005（平成 17）年 49,063 17,204 3,865(22.5%) 4,487(26.1%) 8,852(51.5%) 

2010（平成 22）年 51,951 19,338 4,791(24.8%) 5,525(28.6%) 9,022(46.6%) 

2015（平成 27）年 53,449 21,713 5,928(27.3%) 6,420(29.6%) 9,365(43.1%) 

 
 

 

 

 

  

（資料）総務省『国勢調査』各年版より集計 

※単独世帯は 65歳以上の 1人世帯 

※夫婦のみ世帯は、少なくとも 1人が 65歳以上の夫婦世帯 

※同居世帯は、高齢者のいる世帯から単独世帯および夫婦のみ世帯を除いたもの 
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（３）「ひとり暮らし高齢者・高齢者のみの世帯等」の調査結果 

○ 民生委員・児童委員の訪問による「ひとり暮らし高齢者・高齢者のみの世帯等」の調査

を行い、見守りが必要な人を把握しています。 

 

■「ひとり暮らし高齢者・高齢者のみの世帯等」の調査 

（単位：世帯） 

区分 ひとり暮らし高齢者 高齢者のみの世帯 その他 合計 

2017（平成 29）年 7,015 8,713 5,112 20,840 

※特養ホーム入所者を除く。 

※｢ひとり暮らし高齢者｣とは 75 歳以上で、居住地の周囲 500m 以内に 2 親等以内の親族がいない高齢者。 
※「高齢者のみの世帯」とは 75歳以上の人と 70歳以上の人のみで構成される世帯で、居住地の周囲 500m以内に 2 親等以内の

親族がいない世帯。 

※「その他」とは上記に含まれない 65歳以上のひとり暮らしまたは高齢者の属する世帯で、高齢者相談員が安否確認を必要と
判断した世帯。なお、2017（平成 29）年の調査より対象者の年齢を 5 歳ずつ引き上げているが、情報の登録がある人は年齢

に関わらず調査対象となっている。 

 

○ 高齢者相談員（民生委員）の定期的訪問の希望については、「希望する」は全体では

32.2％ですが、ひとり暮らし世帯は 47.5％と約半数が希望しており、同居家族の有無

によって異なっています。 

■訪問希望の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考 これまでの調査】 
（単位：世帯） 

区分 ひとり暮らし高齢者 高齢者のみの世帯 合計 

2005（平成 17）年 6,525 9,270 15,795 

2008（平成 20）年 7,253 10,628 17,881 

2011（平成 23）年 8,221 11,962 20,183 

2014（平成 26）年 9,459 12,532 21,991 

21.7%

24.9%

47.5%

32.2%

78.3%

75.1%

52.5%

67.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

（n=5,264）

高齢者のみ

（n=8,992）

ひとり暮らし

（n=7,924）

全体

（n=22,180）

希望する 希望しない
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（４）ひとり暮らし高齢者等の緊急対応 

○ 第六期の 3年間は、死亡数、救命数、安否確認の総計が年間５～22件と 30～70件台

だった第五期に比べ大幅に減少しましたが、今後もひとり暮らし高齢者等の緊急対応の

必要性が見込まれることから関係機関は連携して対応していきます。 

■緊急対応の状況 
（単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）数値は区高齢者福祉課や在宅介護支援センターが関与した緊急対応の事例数のみ。 
（この他の区他部署や警察署・消防署などが直接対応した事例は含まない。） 

（注２）平成 29年度は 29 年 4月～30 年 1月末までの数値。 

（注３）「安否確認」とは、病院等を受診する状態にないことを確認したもの。 
（注４）死亡数の合計は、死亡日が不明なものを含むため、発見までの日数の内訳の合計と一致しない場合がある。 

（資料）品川区作成資料    

  

H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29 H27 H28 H29
12 5 4 8 6 1 2 1 0 22 12 5

要支援１・２ 1 1 1 2 3 0 1 1 0 4 5 1
要介護１・２ 4 3 1 2 2 0 1 0 0 7 5 1
要介護３～５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
申請中 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
未申請 7 1 2 4 1 0 0 0 0 11 2 2
2日以内 6 1 1
3日～1週間 1 2 0
1～2週間 1 1 0
2週間以上 4 0 1

発
見
ま
で

の
日
数

要
介
護
度

合計

年度

総計安否確認救命数死亡数
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（５）認知症高齢者の状況 

○ 高齢者の増加にともない、認知症高齢者が年々増加しており、専門的なケアに加え、地

域での見守りが重要になってきています。 

○ 特に、日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られる「日常

生活自立度の判定基準」がⅡb（日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の

困難さが多少見られても、誰かが注意していれば自立できる）以上の人のケアが地域包

括ケアの課題となっています。 

○ Ⅱb 以下の軽度の人、要介護認定を受けていない人にも認知症の症状があると考えられ

ることから、介護保険サービスの充実とともに、地域で見守るしくみの構築が重要であ

り、住み慣れた地域で暮らし続けられるよう支援していきます。 

■品川区の認知症高齢者の推移（要介護認定者の日常生活自立度の判定基準） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■認知症高齢者の日常生活自立度の判定基準 

ランク 判定基準 

Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内および社会的にほぼ自立している 

Ⅱa 
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、

誰かが注意していれば自立できる。家庭外で前記の状態が見られる 

Ⅱb 
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、

誰かが注意していれば自立できる。家庭内でも前記の状態が見られる 

Ⅲa 
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を 

必要とする。日中を中心として前記の状態が見られる 

Ⅲb 
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を 

必要とする。夜間を中心として前記の状態が見られる 

Ⅳ 
日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、 

常に介護を必要とする  

Ｍ 
著しい精神症状や問題行動（周辺症状）あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門 

医療を必要とする  

（資料）各年月末の認定者から転入者（要介護認定未実施）を除き集計 

2,444 2,595 2,883 3,029 3,354 3,524 3,426 3,232 3,442

3,777 4,121
4,565

5,390
5,875 6,073 5,984 5,815 5,968

3,460
3,522

3,720

4,111
4,133

4,331 4,583 4,972
5,170

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H21.3 H22.3 H23.3 H24.3 H25.3 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3

Ⅱｂ以上

Ⅱa以下

自立

9,681
10,238

11,168
12,530

13,362 13,928 13,993 14,019 14,580

単位：人
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２．各種アンケート調査の結果 

 

（１）品川区の地域福祉に関するアンケート調査  

１）調査概要と結果のまとめ 

○ 2017（平成 29）年度に 20歳以上の区民 5,000人を対象に品川区の地域福祉に関す

るアンケート調査を実施しました。 

○ 誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることを目指し、2008（平成 20）年

に「品川区すべての人にやさしいまちづくり推進計画」、2011（平成 23）年に「第２

期品川区地域福祉計画」を策定し、施策を推進してきました。2018（平成 30）年度に

両計画の統合を予定していることから、区民の生活や地域福祉への意向を把握するため

調査を実施しました。 

○ その結果、日常生活において、様々な偏見があると感じている区民が少なくないことが

明らかとなりました。 

○ 近所で手助けを必要とする人を見かけたり、ニュースや報道で事故や虐待の報道を見た

時に、地域における支え合いの意義や必要性を感じるという区民が多くなっています。 

○ 地域における支え合いの必要性は感じているものの、仕事や家事・子育てなどで多忙で

ある、健康に自信が無いなどの理由から、地域活動を行っていない人が多いですが、情

報、場や機会があれば活動してみたいと思っている人も一定割合います。 

 
* 資料の「品川区の地域福祉に関するアンケート調査」（平成 29年度）の表記は省略します。 

 

■「品川区の地域福祉に関するアンケート調査」の概要  

調査対象者 調査対象者数 有効回答数 回答率 

満 20歳以上の区民 5,000人 1,718人 34.4％ 
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２）地域共生社会の実現に向けて 

○ 区民が普段生活をする中で感じることは「障害のある人に対する偏見」が 27.5％、「認

知症のある人に対する偏見」が 15.0％、「高齢者に対する偏見」が 13.2％などとなっ

ていて、「偏見などを感じたことはない」は 44.9％と半数以下にとどまっています。 

○ 互いに多様性を認めあう、偏見の無い社会は、誰もが生活しやすい社会です。 

■普段生活をする中であると感じる偏見 

問 あなたは、普段生活をする中で、以下のようなことを感じたことがありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

  

n=1,718

その他

無回答

障害のある人に対する偏見

国籍による偏見

性別により他人から特定の役割を期待される

認知症のある人に対する偏見

高齢者に対する偏見

上記についていずれも感じたことはない

27.5

27.0

21.4

15.0

13.2

44.9

2.4

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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n=1,718

地域との関わり合いの必要性を感じたことはな
い

その他

無回答

災害が発生したニュースなどを見聞きしたとき

高齢者の孤立死や虐待のニュースなどを見聞き
したとき

子どもに関する事件のニュースなどを見聞きした
とき

近所で手助けが必要な人を見かけたとき

近所でトラブル（空き巣など）が発生したとき

地域の行事に参加したとき

地域ぐるみで防災活動や防犯活動に取り組ん
でいることを聞いたとき

隣近所に気軽に相談できる人がいないとき

言葉や文化の違いで、地域に溶け込めない外
国籍の人を見かけたとき

67.8

57.3

52.4

24.7

24.3

21.8

20.0

13.4

11.4

4.3

1.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80%

３）地域の関わり合いの必要性を感じるとき 

○ 地域の関わり合いの必要性を感じるときは「災害が発生したニュースなどを見聞きした

とき」が 67.8％と最も高く、次いで「高齢者の孤立死や虐待のニュースなどを見聞き

したとき」が 57.3％となっており、区民は安全や人命に関わることに地域の関わり合

いの必要性を強く感じています。 

○ 「近所で手助けが必要な人を見かけたとき」、「地域ぐるみで防災活動や防犯活動に取り

組んでいることを聞いたとき」、「隣近所に相談できる人がいないとき」など日常生活に

おける困りごとや悩みについても、日常的な地域の関わり合いが求められています。 

 

問 あなたは、どのようなときに地域の関わり合いの必要性を感じますか。 

（あてはまるものすべてに○） 
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○ 地域で優先的に取り組まなければならない課題については、「高齢者世帯の生活支援（声

かけや安否確認、買い物支援など）」が 43.6％、「災害が発生した際の安否確認や避難

誘導などの防災活動」が 40.2％、「高齢者の社会参加や生きがいづくり」が 31.0％な

ど高齢者に関連する項目が上位となっています。 

 

問 あなたの地域で優先的に取り組まなければならない課題はありますか。 

（５つまでに○） 

 

n=1,718

高齢者への虐待防止対策

特にない

その他

無回答

低所得者への支援や仕事に就けない人への就
労支援

生活習慣病予防などの健康づくり

地域で孤立しているなどの社会的孤立者への
支援

振り込め詐欺などの消費者被害の防止などの
防犯活動

障害のある人への虐待防止対策

乳幼児期の子育て支援

高齢者世帯の生活支援（声かけや安否確認、
買い物支援など）

災害が発生した際の安否確認や避難誘導など
の防災活動

障害のある人が地域で自立して生活するための
支援

高齢者の社会参加や生きがいづくり

共働き家庭の子育て支援

障害のある人に対する地域の理解、交流の促
進

ひとり親家庭の子育て支援

青少年の健全育成、犯罪や非行の防止

住民同士のつながりづくり

子どもへの虐待防止対策

孤立死の防止

43.6

40.2

31.7

31.0

27.4

24.5

22.5

21.3

21.0

18.7

18.0

17.9

16.4

14.3

12.2

12.2

7.2

6.6

5.9

2.9

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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４）バリアフリーやユニバーサルデザイン 

○ すべての人が暮らしやすいまちづくりを進めるために充実したら良いと思うことについ

ては、「歩道や道路に障害物（看板や自転車、電柱など）がなく、歩きやすいこと」が

74.3％と最も高く、次いで「公共施設や病院などのスロープ、エレベーターやエスカレ

ーターの整備」が 71.2％、「大きな文字、絵、複数の言語を用いただれもが分かりやす

い案内標示の設置」が 56.0％、「車いすの人、乳幼児を連れた人など誰もが使いやすい

トイレの整備」が 55.4％などとなっています。 

○ 社会参加をする上で、外出しやすい環境整備は重要なため、今後もバリアフリーやユニ

バーサルデザインのまちづくりを推進します。 

 

問 あなたは、すべての人が暮らしやすいまちづくりを進めるためには、どのようなこ

とを充実したら良いと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

n=1,718

使いやすいユニバーサルデザイン製品などが増
えること

バリアフリーに配慮された施設などをまとめた
ホームページの整備

その他

無回答

歩道や道路に障害物（看板や自転車、電柱な
ど）がなく、歩きやすいこと

公共施設や病院などのスロープ、エレベーター
やエスカレーターの整備

大きな文字、絵、複数の言語を用いただれもが
分かりやすい案内標示の設置

車いすの人、乳幼児を連れた人などだれもが使
いやすいトイレの整備

補助犬と同伴での入室が配慮された店・レスト
ランなどが増えること

点字ブロックや視覚障害者用の信号機の整備

74.3

71.2

56.0

55.4

40.7

37.4

32.0

23.6

4.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80%
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５）地域活動やボランティア活動について 

○ 地域活動やボランティア活動、居住地域の行事への参加については、町会・自治会の活

動は「よく活動している（していた）」が 7.2％、「活動したことがある」が 26.0％、合

わせた「活動している（したことがある）」は 33.2％となっています。いずれの活動も

活動している人が多いとはいえず、参加者や担い手の増加が課題と考えられます。 

 

問 あなたは、地域活動やボランティア活動、お住まいの地域の行事に参加をして 

いますか。（項目ごとに１つに○） 

 

n=1,718

病院など外出時の付き添いボランティア

ロータリークラブ、ライオンズクラブなどの社
会貢献活動

その他

おまつりや運動会などのレクリエーション活
動

ひとり暮らし高齢者の安否確認や話し相手

地域内の防犯パトロール

地域（高齢者・子育て）サロンの運営

家事ボランティア（ごみ出し、買い物代行、
季節家電の出し入れなど）

町会・自治会の活動

子ども会やＰＴＡの活動

高齢者クラブの活動

地域でのボランティア活動

防災訓練、交通安全運動

7.2

8.6

3.1

4.7

4.6

7.7

2.1

3.4

0.4

1.0

0.8

0.7

1.3

26.0

20.0

3.8

12.9

26.8

27.4

5.0

13.7

1.0

2.7

1.7

2.2

0.3

61.6

63.6

83.9

73.9

60.8

57.7

83.4

74.2

88.5

86.4

87.5

87.3

25.1

5.2

7.9

9.2

8.4

7.7

7.3

9.5

8.6

10.0

9.8

10.0

9.8

73.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく活動している（していた） 活動したことがある

活動したことはない 無回答
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（２）品川区介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

１）品川区に今後力を入れてほしい施策  

○ 第七期（2018～2020（平成 30～32）年度）の介護保険事業計画策定にあたって、

高齢者が地域で安心して暮らし続けられるよう、地域課題の把握や今後必要とされる社

会資源の発掘などの将来的な検討に活用するため、要介護１～５の介護認定を受けてい

ない 65歳以上の在宅の人を対象にアンケート調査を実施しました。 

○ 自由意見において、複数意見があったものとしては、「介護保険料が高い」、「介護人材に

対する処遇改善・確保育成に力を入れてほしい」、「高齢者が集まれる場所・運動できる

場所を創設してほしい」、「制度や相談窓口がよくわからないため、周知を強化してほし

い」、「特別養護老人ホームなどの介護保険施設を増設してほしい」となっています。 

○ 今後も、品川区は保険者として、公平公正な介護保険制度の運営、質の高いサービスの

提供、健全な保険財政運営に努めていきます。 

２）自立支援、介護予防の推進  

○ 区は、これまでも自立支援、介護予防を推進するため、積極的に各地区に予防に取り組

める機会や場の整備を進めてきました。高齢者の約４割が単独世帯のため、閉じこもり

の防止は特に重要です。 

○ 近年、「誰かと食事をともにする機会」が継続的に確保されることは、外出の機会の確保、

栄養の確保、心身の健康の維持に有効であり、要介護にならないようにする上で重要で

あることが明らかとなってきています。 

○ 「外出の頻度」では、週 1回以上の外出機会を得ている人が、9割を超え（頻度が週 5

回以上で 5 割以上）、閉じこもりのリスクは比較的少ないと考えられる一方、前年との

比較では頻度が減っていると回答した人は 2割を超えています。 

○ 「誰かと食事をすることは年に数回・ほとんどない」が 14.9％となっています。こう

した、いわゆる「孤食」を防止して、「おいしく」「楽しく」誰かと一緒に食事をするこ

とができるサロンなどの場や機会の提供と、参加者数の増加に向けて取り組んでいきま

す。 

○ 食事の形態については地区によって大きな差は見られませんでした。今後も地区の現状

把握を行い、ニーズに応じた自立支援、介護予防の社会資源の整備を推進していきます。 

■「品川区介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の概要 

調査対象者 調査対象者数 有効回答数 回答率 

要介護１～５の介護認定を受けていない 

65歳以上の在宅の人 
6,940人 4,008人 57.8％ 

 

 



■第二章 品川区の高齢者の状況 

- 33 - 

■外出の頻度 

頻度 週 1回 周 2～4回 週 5回以上 しない・未回答 

人数 274人 1,389人 2,036人 309人 

割合 
6.8％ 34.7％ 50.8％ 

7.7％ 
92.3％ 

■前年と比較した外出の頻度の変化 

変化 とても減っている 減っている あまり減っていない 減っていない・未回答 

人数 130人 812人 1,033人 2,033人 

割合 
3.2％ 20.3％ 25.8％ 50.7％ 

23.5％ 76.5％ 

■誰かと食事をともにする機会の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊資料の「品川区介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」（平成 29年度）の表記は省略します。 

55.2%

50.0%

49.2%

53.7%

59.4%

53.1%

54.6%

56.9%

59.1%

61.2%

56.5%

51.7%

58.1%

59.0%

29.8%

34.6%

31.8%

32.1%

28.5%

30.4%

31.6%

31.8%

29.2%

27.9%

26.8%

28.9%

25.7%

28.6%

14.9%

15.4%

18.9%

14.2%

12.1%

16.6%

13.7%

11.4%

11.7%

10.9%

16.7%

19.5%

16.2%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

品川区全体

品川第１

品川第２

大崎第１

大崎第２

大井第１

大井第２

大井第３

荏原第１

荏原第２

荏原第３

荏原第４

荏原第５

八潮

毎日 週・月に数回 年に数回・ほとんどない
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（３）介護保険の在宅サービス利用者のモニタリングアンケート調査 

１）介護保険の在宅サービスに対する利用者の評価 

○ 在宅介護サービスの質の向上を図るとともに、介護保険制度運営の基礎データとするた

め、区においては、2009（平成 21）年度から介護保険の在宅サービス利用者を対象と

する介護給付費通知の送付と併せて、簡易なモニタリングアンケート調査を実施してい

ます。9ヵ年で延べ 13,163人の在宅サービス利用者から回答が寄せられました。 

○ 第四期～第六期を通じて、介護保険の在宅サービスの利用者の９割以上が「在宅生活の

継続に役立っている」と回答しています。利用者、家族はケアマネジャーに相談しなが

ら、上手に介護サービスを活用して在宅での生活を継続させています。 

○ 法制度改正をふまえ、今後も事業者および区（保険者）は引き続き具体的な要望や苦情

をくみとり、サービスやしくみの改善等に生かしていく必要があります。 

 

■「介護保険の在宅サービス利用者のモニタリングアンケート調査（第六期）」の概要 

 調査対象者 調査対象者数 有効回答数 回答率 

2015（平成 27）年度 在宅サービス利用者 1,989人 1,528人 76.8％ 

2016（平成 28）年度 同上 1,941人 1,486人 76.6％ 

2017（平成 29）年度 同上 2,071人 1,440人 69.5％ 

 

■現在の介護サービスの在宅生活継続への貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊資料の「品川区介護給付適正化事業によるモニタリングアンケート調査」（平成 21～29 年度）の表記は省略します。 

  

94.9%

94.3%

93.3%

0.9%

1.2%

2.3%

3.4%

3.3%

3.3%

0.8%

1.2%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第六期

n=4,454

第五期

n=4,518

第四期

n=4,191

役に立っている 役に立っていない わからない 無回答
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２）現在のケアプランや介護サービスに対する満足度 

○ 現在のケアプランや介護サービスに対する満足度については、第六期は「満足している」

が 84.1％と多く、「満足していない」は 4.7％にとどまっています。 

○ 第五期はケアプランについて「満足している」が 83.4％、「満足していない」は 6.5％

であったことから、第六期の在宅サービスの利用者の満足度は高い評価を維持、もしく

はさらに高くなっていることがうかがえます。 

○ 介護保険サービス全体としては在宅生活継続に有効であると高く評価しているものの、

ケアプラン、個別の介護サービスについては要望や不満を感じる点があるという利用者

も一定程度みられます。 

○ 区では、利用者の評価、要望、苦情等を重視しており、保険者としてそれらを毎年集約

して、介護サービス事業者への情報提供、指導検査等に活用するほか、介護サービスの

質の向上を図る施策の実施に生かしています。今後も引き続き適正な介護保険制度の運

営に反映させていきます。 

 

■現在のケアプランや介護サービスに対する満足度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

84.1%

83.4%

87.0%

76.1%

4.7%

6.5%

5.5%

13.7%

7.8%

8.1%

6.3%

5.2%

3.4%

1.9%

1.3%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第六期

n=4,454

第五期

n=4,518

第四期

n=4,191

ケアプラン

第四期

n=4,191

介護サービス

満足している 満足していない わからない 無回答
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（４）認知症に関するアンケート調査 

１）認知症に対する偏見の有無  

○ 高齢化にともない認知症高齢者が増加しており、その支援が地域の課題となっているこ

とから、2016（平成 28）年度に、40 歳以上の区民を対象として、「要介護認定を受

けていない人」（40歳以上・認定なし）、「要介護認定を受けている人」（40歳以上・認

定あり）、「認知症の疑いがあるもしくは認知症と診断された人の家族」（認知症・家族）

を対象として、認知症に対する区民アンケート調査を実施しました。 

○ 認知症については、「偏見を持って見られる傾向があるか」という質問に対して、「ある」

と「どちらかといえばある」を合わせると、区民の約６割～７割強が「ある」と回答し

ており、認知症については偏見があることが明らかとなりました。 

○ 認知症は誰でもかかる可能性のある脳の病気であり、今後も高齢化の進展により増加が

見込まれています。区では、専門職の連携による予防・早期発見・早期対応の体制を強

化していくと同時に、認知症対策の現状について、様々な機会をとらえて区民に広報周

知するとともに、地域の協力を得ながら、地域ぐるみで認知症高齢者を見守る体制を整

えていきます。 

■「認知症に関する区民アンケート調査」の概要 

 回答対象者数 回収数 回収率 有効回答数 

介護予防・日常生活支援総合事業、要支援・要介護
認定を受けていない 40歳以上の人 7,898人 3,191人 40.4％ 3,187人 

介護予防・日常生活支援総合事業、要支援・要介護
認定を受け、在宅で暮らしている 40歳以上の人 

2,964人 1,211人 40.9％ 

本人 
1,154人 

上記と同居し、認知症の疑い、または診断を受け
ている人を介護している家族 

家族 
904人 

■あなたは認知症の人が偏見を持って見られる傾向があると思いますか。（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

     

18.7%

15.8%

17.9%

49.8%

42.8%

55.9%

19.8%

19.2%

18.2%

7.4%

10.7%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症・家族

(n=283) （注）

40歳以上・認定あり

(n=1,154)

40歳以上 ・認定なし

(n=3,187)

ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない
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2.9%

2.9%

11.9%

50.4%

79.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症予防の取り組み

に効果はないと思う

すでに何らかの予防

活動に参加している

区が開催する介護

予防事業に参加したい

認知症を早期発見できる

テスト等があれば受けてみたい

自宅でもできる簡単な予防活動

があれば取り組みたい

40歳以上・認定なし(n=3,187)

２）認知症の予防や支援についての利用意向  

○ 40歳以上・認定なしの人に、認知症の予防等についてうかがったところ、「自宅でもで

きる簡単な予防活動があれば取り組みたい」が 79.3％と最も多く、次いで「認知症を

早期発見できるテスト等があれば受けてみたい」が 50.4％と過半数となっています。

食生活、運動、人との交流、趣味等を心がけることは、認知症の予防に効果があること

が明らかになっています。今後も区では、普及啓発とともに、認知症予防事業を推進し

ていきます。 

■あなた（40 歳以上・認定なしの人）は認知症の予防等についてどのように考えていますか。  

(複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 40 歳以上・認定なしの人に、自身や家族が認知症になった場合の認知症カフェへの参

加意向を尋ねたところ、41.5％が「行きたい」と回答しています。 

 

■もしあなた（40 歳以上・認定なしの人）やあなたの家族が認知症になったら、「認知症の人と

家族、地域住民、専門職等の誰もが参加でき、集える場（認知症カフェ等）」に行きたいと思い

ますか。（単一回答） 

 

 

 

 

41.5% 11.0% 45.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40歳以上・認定なし

(n=3,187)

行きたい 行きたくない わからない



 

- 38 - 

○ 認知症の人が住み慣れた地域で暮らしていくために、地域住民の協力として「あるとよ

い」ものは、40 歳以上の要介護認定を受けていない区民や認知症の人の介護家族は、

「道に迷っている様子を見かけたときの声かけ」、「定期的な声かけ」、「病気などの緊急

時に看病や医者を呼ぶなどの手助け」を挙げ、過半数と多くなっています。 

○ 地域住民がお互いに助け合うことができれば、認知症があっても地域で暮らし続けるこ

とができるようになるため、地域の支え合いを今後も推進していきます。 

■あなたは認知症の人が住み慣れた地域で暮らしていくためには、どのような地域住民の協力が

あるとよいと思いますか。(複数回答） 
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2.8%

21.6%

29.0%

41.0%

43.1%

54.1%

51.6%

48.1%

5.0%

3.2%

14.0%

20.5%

33.6%

37.0%

41.9%

37.3%

34.6%

1.6%

2.3%

21.4%

29.7%

41.5%

46.0%

52.7%

57.3%

61.7%

0% 20% 40% 60% 80%

特に必要はない

その他

簡単な家の修理や掃除などの手伝い

買い物や近くまでの外出などの付添

話し相手

地震などの災害時における安否確認

病気などの緊急時に看病や、

医者を呼ぶなどの手助け

定期的な声かけ

道に迷っている様子をみかけたときの声かけ

40歳以上・認定なし(n=3,187) 40歳以上・認定あり (n=1,154) 認知症・家族 (n=283)


